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論 文 内 容 の 要 旨 
 
 本論文は、英語が世界各国の人々の間でコミュニケーション手段として使用されて
いる現象を探る分野 English as a Lingua Franca (ELF) に於ける研究である。本論文
の目的は、日本人が英語で他国の英語非母話者と対話するときの誤解が生じる場合の
言語的・非言語的原因、及び相互理解へのネゴシエーション（交渉）を明確にするこ
とである。この目的のために、研究者（花元宏城氏）は、以下の二つの研究課題を上
げた。 
 
(1) What multimodal resources are employed by ELF speakers in informal 
interactions in Japan? （日本でのインフォーマルな場面で、英語の非母話者同士が
英語で対話するとき、どのような言語、非言語的マルチモーダル・リソースが使われ
るか。） 
 
(2) How do they display these resources?  (インタラクションする参加者は、実際ど
のようにリソースを用いるか。） 
 
 本論文の 150 ページは、以下の 5 章から構成されている。 
 
第１章  背景 
第 2 章  先行研究 
第 3 章  研究方法 
第 4 章  結果と考察 
第 5 章  結論 
 
 第 1 章は、本研究の範囲と研究の必要性を明確にする。特に、英語の非母話者であ
る日本人が、国際的場面において英語でコミュニケーションをとるときの記述の必要
性に重点を置く。加えて、論文の残りの 4 章の構成を示す。 
 第 2 章は、先行研究を紹介する。ELF をそれと関連する分野 World Engishes (WE)
と区別した後、ELF における研究の動向、 及び対話コミュニケーション方
（interactional communication strategies）における研究との繋がりを明確にする。
論文で対話データを中心に掘り下げた理由、及び研究課題とその関係を説明する。 
 第 3 章は、研究方法についての記述である。研究参加者（日本人、7 種類の異なる
言語背景を持つ外国人、合計 38 人）、データ収集法とその選択理由などが詳しく記述
された。研究法としては、会話分析（conversational analysis）において中心的なア
プローチである連鎖分析（sequence analysis）が応用される。このアプローチは、対
話に参加する初・中級の英語使用者が、誤解を超え、相互理解へのネゴシエーション
する過程を追究するのに、役に立つと説明する。 
 第 4 章は、データ分析の結果とそれについての考察である。研究者はデータにおけ
るコミュニケーション問題の具体例を紹介し、その原因について分類する。インタラ
クションを通して、参加者は「意味」を共同構成するために、様々なストラテジー及
びリソースを用いたことが示された。特記すべきは、参加者が言語的ストラテジーだ
けに頼らず、非言語的リソース（例えば、しぐさ、ジェスチャー、笑い、携帯電話な
どのマテリアル・ツール）を意味交渉するために豊富に利用したことである。 
 第 5 章 結論は、本研究の意義のある点を要約するとともに、外国語としての英語
教育、特に英語コミュニケーション教育、に関する応用的な提案を提示する。具体的
に、英語教育は、言語的な要素だけにこだわることよりも、コミュニケーションをう
まく達成するために不可欠である「非言語的ストラテジー」の重要性も強調する必要
があるとする。最後に、この章は、本研究の限界、及びマルチモーダル・フレームワ
ークを用いた研究の必要性について、新たな ELF 研究を提案する。 
 
 
論 文 審 査 結 果 の 要 旨 
 
花元宏城氏の文学研究科学位（博士）論文 “Communication Practices and 
Negotiation of Meaning in ELF (English as a Lingua Franca) Interactions: A 
Multimodal Study Based on Sequential Analysis” に対して、公聴会（2017 年 1 月
19 日）に於いて、論文審査を行った。 
 花元宏樹氏の論文（英語執筆）は、社会言語学の領域の内、接触言語について議論
されている領域、特に English as a Lingua Franca (ELF), World Englishes (WE), 対
話能力(interactional competence) についての実証研究である。 
本論文では、先行研究を緻密にまた体系的に行い、この領域での niche (独自開拓
余地) を見つけている。それは、データ解析による emic で、質的な研究である。日本
及び海外に於いてもこの領域（対話能力に関する研究）は未熟であるとし、理論的背
景、データ収集を「会話分析」に置いた。「会話分析」は、1970 年代社会学から生ま
れた理論・アプローチであるが、（社会）言語学や応用言語学でも、最近脚光を浴び
ているものである。アプローチは emic であり、よって、データは自然発話の対話を使
用した。データの文字起こしは、会話分析独特な方法で、非常に細かく、分析は、対
話におけるターンの順を中心に行った。ELF や WE において、このような研究は、あま
り多くない。またこの研究の参加者が日本人を含む多国籍英語使用者であることも、
注目すべきである。 
次に、自然発話の対話を質的、しかも emic に分析することに加え、対話において、
対話者が、言語以外のリソース（非言語的なジェスチャー、笑い、スマートホン使用
など）を活用していることを示している。この研究では、実際の自然対話が、しかも
初級・中級レベルの英語使用者が、どのように行われているかを解明した。これまで
行われた研究が、言語分析中心であったため、この貢献は大きい。 
分析の焦点が言語・非言語を包括したものであるため、厳密な分析が求められる。
本論文では、対話の文字起こしと同時に、画像も分析され、詳細に対話の過程を示し
ている。第 4 章に於ける結果と考察では、対話のターンごとの分析と画像の分析が相
互に示され、整合性のある議論が展開されている。 
本論文は、接触言語や応用言語学に大きく貢献する論文であり、高く評価する。よ
って、ここに審査委員が一致して、花元宏城氏の学位（博士）論文を合格と推薦する
ものである。 
 
